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社会的な場面で発揮される「心」の働き、すなわち、社会的認知の問題は、近年、比較認知科学における中心的なテーマのひとつとなっている。さまざまな種を対象にさまざまな実験場面における社会的認知がこれまでに検討されてきた。今回の講義では、その中から、チンパンジーにおける視線の理解という問題を通して社会的認知の進化について考えてみたい。

他者の視線から、わたしたちはさまざまな情報を受け取ることができる。特に、視線にはその人の心的状態が反映される。今その人が何に興味を持って何に注意を向けているのか。わたしたちはこういった情報を他者とかかわる中で視線から得ている。まさに、「目はこころの窓」といえるだろう。

チンパンジーなどヒト以外の霊長類でも他個体の視線が社会生活で重要な役割を果たしているはずだ。ではどのように？ 他個体の視線には大きく分けると2つの種類がある。自分に向けられた視線とそうでない視線だ。自分に向けられた視線をすばやく検出することは、その個体が自分に対して敵意を持っていようと好意を持っていようと、適応的意義は高いだろう。実際、ヒトでは新生児期にすでに自分に向けられた視線を好む傾向にあることが知られている。同様の傾向は、２か月齢のチンパンジーの乳児でも認められた。この時期は母子間での見つめあいが増加し、社会的相互交渉が始まる時期でもある。見つめあいと微笑がチンパンジー母子の絆を強めていくのだ。

視線の持つもう一つの機能は、他者の注意の方向を検出できるということだ。「視線追従」と呼ばれるこの能力によってわたしたちは他者が注意を向けているものを見つけることができる。この能力は、ヒトでは生後９ヶ月を前後して劇的に発達してくる。チンパンジーでも１歳ごろになると、実験者の指さしや頭の向きに自分の注意を向けることができるようになる。しかし、ここから、ヒトとチンパンジーでは異なる発達の道筋が見えてくるようだ。ヒトでは、他者の注意に追従した後、再びその他者と目を合わせ、注意を共有しようとする。「共同注意」と呼ばれる現象である。しかし、チンパンジーではこのような注意の共有はほとんど観察されない。他者と環境の事物をうまく取り込んで複雑な社会的交渉を行う能力、ここにヒトとチンパンジーの大きな違いがあるようだ。

ヒトでは、「共同注意」の先に「他者の心」がある。他者の欲求や意図を理解する能力の基盤に他者との注意の共有が必須であると考えられている。では、注意の共有の段階でヒトとの差異を示すチンパンジーはわたしたちと同じように他者に心を発見するのだろうか。それとも…
